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相
談
役 

保
坂 

武
雄 

９
６
日
間
の
船
旅
に
来
て
い
ま
す
。 

船
は
横
浜
を
出
航
し
今
日
で
２
５
日
目
、 

５
回
数
時
間
の
寄
港
地
上
陸
以
外
は 

少
し
揺
れ
な
が
ら
で
走
り
続
け
ま
す
。 

目
的
は
米
寿
を
迎
え
、
赤
道
以
南
の 

国
々
を
生
き
て
い
る
内
に
訪
ね
た
い
と

い
う
事
で
し
た
が
、
想
像
を
超
え
る
事

柄
に
出
会
っ
て
い
ま
す
。 

「
船
上
ラ
イ
フ
」
旅
は
ど
こ
か
を
訪
れ

る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
旅
そ
の
も 

の
が
新
し
い
世
界
。
２
千
人
の
乗
客
、 

５
０
０
人
以
上
の
従
業
員
が
作
る
新
し 

い
街
で
す
。 

•
乗
客
は
退
職
後
の
夫
婦
が
多
い
と
思

っ
て
い
た
が
違
う
。
平
均
年
齢
７
０
才

だ
が
、
１
歳
か
ら
９
６
歳
の
平
均
で
、

２
０
代
の
若
者
が
結
構
お
り
、
男
女
と

も
単
独
が
多
い
。
外
国
人
も
３
～
４

０
％
で
船
内
放
送
は
英
、
日
、
韓
、
中

国
語
。
リ
モ
ー
ト
で
仕
事
し
て
い
る
人

も
、熱
心
に
勉
強
し
て
い
る
小
学
生
も
。 

・
１
人
参
加
が
多
く
「
亭
主(

女
房) 

は

置
い
て
来
た
。」と
独
立
心
が
強
い
？
女

性
は
船
中
で
の
知
り
合
い
と
行
動
す
る

が
、
男
性
は
孤
立
が
多
く
、
食
事
も
あ

ち
こ
ち
１
人
で
食
べ
る
者
も
い
る
。  

・
４
５
％
が
２
度
目
以
上
の
リ
ピ
ー
タ

ー
で
４
～
５
回
は
ザ
ラ
で
、
昨
日
会
っ

た
人
は
２
０
回
以
上
と
言
う
。
皆
が
楽

し
く
忙
し
く
と
私
は
思
う
の
だ
が
、 

た

ま
に
は
「
退
屈
過
ぎ
る
、
食
事
は
不
味

い
も
う
乗
ら
な
い
。」と
い
う
人
も
い
る
。 

人
夫
々
、
ど
う
考
え
る
べ
き
か
！
？  

「
船
内
施
設
」 

・
船
の
長
さ
１
７
０
メ
ー
ト
ル
余
り
、

広
い
甲
板
が
数
１
０
箇
所
。
７
階
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
は
１
周
５
０
０
メ
ー
ト
ル
程
。

大
き
な
劇
場
も
２
つ
、
バ
ー
も
カ
ラ
オ

ケ
施
設
。
体
操
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は

数
え
切
れ
な
い
。
中
に
は
朝
５
時
前
か

ら
趣
味
や
運
動
で
盛
り
上
が
る
。 

       

  

毎
日
Ａ
３
・
２
ペ
ー
ジ
の
船
内
新
聞
が

来
て
、講
演
会
、次
の
寄
港
地
説
明
会
、

ラ
ジ
オ
体
操
、ヨ
ガ
太
極
拳 

、歩
く
会
、

楽
器
練
習
、
映
画
や
乗
客
自
主
企
画
等

と
限
り
な
い
。 

 

「
食
べ
放
題
の
食
事
」
３
０
０
人
ほ
ど 

の
和
・
洋
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
２
つ
、
朝

は
５
時
か
ら
昼
夜
と
開
く
、
千
人
は
入

る
フ
ー
ド
コ
ー
ト
は
和
・
洋
・
中
・
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
べ
放
題
で
５

時
か
ら
深
夜
２
４
時
ま
で
開
い
て
い
る
。 

午
後
に
は
８
階
で
美
味
し
い
ピ
ザ
、 

１
２
階
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
無
料
だ
。 

 

「
貧
乏
人
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」
乗
船
し 

て
一
番
良
い
と
感
じ
る
こ
と
は
、
乗
客

に
気
ど
り
が
無
い
こ
と
。
着
古
し
た
普

段
着
し
か
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
私
に
と 

っ
て
誠
に
居
心
地
が
良
い
。 

ほ
と
ん
ど
の
人
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
ス
ポ

ー
テ
イ
。 

障
害
者
、
車
椅
子
の
人
、
９
６
歳
の
お

ば
あ
さ
ん
も
元
気
。
皆
が
「
健
康
生
き

が
い
」
を
求
め
る
。
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の

テ
ー
マ
は
、
車
椅
子
で
乗
船
、
歩
い
て

下
船
と
言
う
。
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
が
今
年

４
０
周
年
と
は
奇
な
り
。 

 

「
船
旅
の
問
題
点
」
至
れ
り
尽
く
せ
り

の
旅
に
も
問
題
は
幾
つ
も
あ
る
。 

・「
事
故
」
乗
船
３
日
目
、
１
４
階
の
甲

板
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
の
き
れ
い
に

跳
ん
だ
つ
も
り
が
、
派
手
に
転
倒
、
大

き
な
こ
ぶ
を
作
っ
て
、
あ
ざ
が
消
え
る

ま
で
３
週
間
。 

・「
病
気
」=

船
に
感
染
症
は
切
り
離
せ

な
い
。「
寄
港
地
の
い
ろ
は
」
説
明
会
は 

超
満
員
。
隣
の
女
性
の
酷
い
咳
で
マ
ズ

イ
と
思
っ
た
が
身
動
き
で
き
ず
。
２
日

後
に
は
完
全
に
移
さ
れ
、微
熱
と
咳
で
、 

何
十
年
ぶ
り
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
た
。  

・「
相
部
屋
生
活
」
他
人
と
の
相
部
屋
は 

大
変
だ
が
、
夫
婦
で
も
き
つ
い
、
お
互

い
の
我
慢
が
求
め
ら
れ
る
。 

・「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
」
ス
マ
ホ 

パ
ソ
コ
ン
の
悩
み
は
こ
こ
ま
で
追
っ
て

く
る
。 

皆
様 

３
週
間
目
の
今
、 

リ
ピ
ー
ト
を
考
え
て
い
ま
す
。 

戻
っ
た
ら
お
誘
い
し
ま
す
。 

  

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語 
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「
健
康
生
き
が
い
の
一
里
塚
」 

＝
南
半
球
の
船
旅
＝ 
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● 

健
康
だ
よ
り 

 
練
馬
区
立
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
豊
玉 

 
 
 
 

看
護
師 

尾
﨑 

幹
子 

     

「 

噛
む
こ
と 

」 

 

子
ど
も
の
頃
、「
良
く
噛
ん
で
食
べ

な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
振
り
返
る

と
早
食
い
生
活
が
習
慣
化
し
て
い
る
と

い
う
方
も
。（
私
も
、
親
の
教
え
を
忘
れ

て
？
）「
噛
む
こ
と
」
は
当
た
り
前
で
す

が
、「
よ
く
噛
む
」
こ
と
を
そ
れ
程
意
識

は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。（
若
い
時
は
） 

 

噛
む
こ
と
は
私
た
ち
の
健
康
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。 

１
．
噛
む
こ
と
が
大
切
な
理
由 

～
よ
く
噛
む
＝
健
康
作
り
の
基
本
～ 

➀
胃
腸
の
は
た
ら
き
を
助
け
る 

 

食
物
を
よ
く
噛
み
く
だ
き
、
消
化
酵

素
が
含
ま
れ
た
だ
液
と
混
ぜ
て
食
べ
る

こ
と
で
胃
腸
へ
の
負
担
を
和
ら
げ
、
働

き
を
活
発
に
し
、消
化
を
助
け
る
効
果
。 

②
歯
の
病
気
の
予
防
に
役
立
つ 

 

よ
く
噛
む
と
だ
液
の
分
泌
が
活
発
に

な
る
。
だ
液
に
は
口
の
中
を
き
れ
い
に

す
る
自
浄
作
用
が
あ
り
、
有
害
な
細
菌

の
温
床
と
な
る
の
を
防
ぐ
。だ
液
に
は
、

細
菌
と
戦
う
ペ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
と
呼

ば
れ
る
酵
素
が
含
ま
れ
て
お
り
虫
歯
や

歯
周
病
の
予
防
に
つ
な
が
る
。 

③
脳
の
機
能
を
高
め
る 

 

よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
り
、
脳
が
刺
激

さ
れ
、
血
行
が
良
く
な
る
た
め
栄
養
と

酸
素
が
供
給
さ
れ
脳
の
機
能
が
活
発
に

な
る
効
果
。 

日
頃
か
ら
よ
く
噛
ん
で
食
べ
て
い
る
人

は
、
脳
が
活
発
に
働
く
た
め
注
意
力
・

集
中
力
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
が
高
く
保
た

れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
転
び
に
く
く
な

り
、
転
倒
予
防
に
つ
な
が
る
。 

④
肥
満
の
予
防
に
役
立
つ 

 

よ
く
噛
む
と
食
欲
抑
制
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
働
き
、
食
べ
す
ぎ
に
ブ
レ
ー
キ
が

か
か
る
。 

２
，「
よ
く
噛
む
こ
と
」
と
同
時
に
「
噛

め
る
こ
と
」
が
重
要
で
す
。 

「
噛
め
る
こ
と
」」が
で
き
る
た
め
に
は
、 

「
歯
」
を
保
つ
事
、
歯
み
が
き
な
ど
の

習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。 

（
義
歯
は
噛
む
こ
と
に
違
和
感
が
少
な

く
自
分
に
合
っ
て
い
る
事
）
参
考
資
料 

神
奈
川
県
歯
科
医
師
会
会
員
：
横
田
剛 

「
よ
く
噛
む
こ
と
は
健
康
作
り
の
基
本
」 

３
．「
噛
む
こ
と
」
と
脳
の
関
係 

 

こ
れ
ま
で
、
歯
の
喪
失
が
認
知
症
の

危
険
因
子
と
い
う
説
：
物
を
噛
む
動
作

に
よ
っ
て
歯
や
口
の
粘
膜
か
ら
の
情
報

が
脳
の
「
記
憶
を
蓄
え
る
機
能
」
の
維

持
に
重
要
な
役
割
が
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
り
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
不
明
点
が
多

い
。
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
の
報

告
を
知
り
ま
し
た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。 

４
．
奥
歯
・
前
歯
で
噛
む
こ
と
の
研
究 

「
奥
歯
で
噛
む
」
時
、
は
、
噛
む
力
が

大
き
い
ほ
ど
脳
内
の
運
動
の
命
令
を
送

る
部
位
（
小
脳
）
に
お
け
る
脳
活
動
が

よ
り
強
く
働
く
こ
と
が
示
さ
れ
、「
前
歯

で
噛
む
」時
は
噛
む
力
が
小
さ
い
ほ
ど
、

脳
内
の
繊
細
に
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
機
能
が
よ
り
強
く
働
く
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
資
料
（
東
京
医
科
歯
科
大

学
・
国
立
精
神
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
報

告 
2
0
1
9
.6

．13

）・
文
部
科
学
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
る
研
究 

５
．
早
食
い
の
是
正
図
る
方
法
（
厚
生
労

働
省
の
咀
嚼
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
） 

一
口
３
０
回
噛
む
習
慣
を
奨
め
る
「
噛

ミ
ン
グ
３
０
（
カ
ミ
ン
グ
サ
ン
マ
ル
）」

運
動
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
よ
く
噛
め

な
く
な
る
と
ミ
ネ
ラ
ル
・
ビ
タ
ミ
ン
・

食
物
繊
維
な
ど
の
摂
取
量
が
低
く
な
り

栄
養
摂
取
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
健

康
作
り
に
大
変
重
要
で
あ
る
。
と
よ
く

噛
む
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。 

よ
く
噛
む
こ
と
、
指
先
を
使
う
こ
と

は
、
認
知
症
の
予
防
に
関
連
す
る
と
い

う
情
報
「
前
述
の
１
．
噛
む
こ
と
が
大

切
な
理
由
」
は
様
々
な
研
修
（
フ
レ
イ

ル
予
防
・
認
知
症
予
防
な
ど
）
で
周
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

前
述
の
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
研
究
で

は
、
手
の
使
い
方
（
重
い
も
の
等
大
き

な
も
の
を
持
つ
、
折
り
紙
等
指
先
の
細

か
な
作
業
）
と
奥
歯
で
嚙
む
こ
と
、
前

歯
で
噛
む
こ
と
は
。
脳
の
変
化
、
機
能

す
る
部
分
に
同
様
の
結
果
を
認
め
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
気
な
く
行
っ

て
い
る
・
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
実

は
私
た
ち
が
本
来
持
っ
て
い
る
機
能
に

良
く
も
悪
く
も
影
響
し
て
い
る
こ
と
は

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
取
り

上
げ
た
「
噛
む
こ
と
」
は
、
そ
の
一
つ

と
思
い
取
り
上
げ
ま
し
た
。食
や
運
動
、

認
知
症
予
防
、
転
倒
予
防
と
手
を
使
う

こ
と
・
よ
く
噛
む
こ
と
が
脳
の
機
能
に

働
き
か
け
、
運
動
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
や

記
憶
力
、
集
中
力
の
関
係
を
知
る
事
は

根
拠
と
確
信
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
日

常
生
活
の
一
部
で
も
意
識
的
に
送
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
何
気
な
い
一
日
で
は
な

く
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 
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● 

読
書
サ
ロ
ン
の
報
告 

山
崎
隆
司 

日
時 

２
０
２
４
年
１
２
月
１
０
日 

コ
コ
ネ
リ
（
火
）
１
０
時
～
参
加
６
名 

内
容 
冒
頭
、
１
２
月
５
日
の
４
０
周

年
記
念
式
典
に
つ
き
、
参
加
者
か
ら 

非
常
に
良
か
っ
た
、
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
も
持
参
し
た
本
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、「
永
遠
の
ゼ
ロ
」（
百

田
尚
樹
）、「
食
堂
か
た
つ
む
り
」（
小
川

糸
）、「
こ
こ
に
い
る
よ
」（
坂
本
美
雨
）

等
が
話
題
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
最
近
亡
く
な
ら
れ
た
谷
川
俊

太
郎
の
詩
、「
生
き
る
」
が
音
読
さ
れ
、 

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
一
緒
に
音
読

（
＝
群
読
）、
一
行
ず
つ
読
ん
で
行
く

（
＝
分
読
）、
を
体
験
し
ま
し
た
。 

令
和
６
年
最
後
の
読
書
サ
ロ
ン
で
あ
り
、

一
年
を
振
返
っ
て
想
い
出
を
語
り
合
っ

た
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
了
し
ま

し
た
。
令
和
６
年
は
、
元
日
の
能
登
半

島
地
震
や
例
年
に
無
い
夏
の
猛
暑
等
も

あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
パ
リ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
や
、 

大
リ
ー
グ
の
大
谷
選
手
の
活
躍
等
、
ス

ポ
ー
ツ
に
盛
り
上
が
っ
た
一
年
と
の
感

想
で
し
た
。 

    

●
「
こ
ぶ
し
朗
読
の
会
」
報
告 

 

田
中 

昌
美 

・
第
６
４
回
１
２
月
２
１
日(

土) 

  

コ
コ
ネ
リ 

参
加
者
１
１
名 

・
第
６
５
回
１
月
１
１
日(

土) 

  

石
神
井
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

  
 
 
 
 
 

参
加
者
９
名 

・
教
材 

両
日
斉
藤
洋
作
「
白
狐
魔
記
」 

白
弧
魔
記
が
だ
い
ぶ
読
み
進
み
、 

い
よ
い
よ
狐
が
人
間
に
化
け
る
場

面
に
入
り
ま
し
た
。 

★
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
参
加
者
６
名 

通
所
者
１
８
名 

 

１
２
月
７
日 

練
馬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 

朗
読
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」
後
編 

 

３
週
間
前
に
や
っ
た「
あ
ら
し
の
よ
る

に
」
前
編
を
お
さ
ら
い
し
思
い
出
し
て

か
ら
後
編
を
読
み
ま
し
た
。 

穏
や
か
な
前
編
に
比
べ
ス
リ
リ
ン
グ
な

展
開
で
狼
と
ヤ
ギ
の
相
手
を
思
う
覚
悟

が
固
ま
っ
て
い
き
ま
す
。 

そ
し
て
最
後
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
！ 

 

● 

ス
マ
ホ
倶
楽
部
報
告 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

横
田
邦
彦 

１
月
９
日 

 

１
３
時
～ 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
２
東 

参
加
者
３
名 

今
回
は
初
め
て
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

て
主
に
ス
マ
ホ
の
相
談
対
応
で
し
た
。 

●
「
や
す
ら
ぎ
会
報
告
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本 

光 

・
１
２
月
２
７
日
（
金
）
参
加
：
７
名 

・
場
所
：
社
会
福
祉
協
議
会 

会
議
室 

 

● 

太
極
拳
健
康
体
操
報
告 

 土
橋
昌
子 

１
２
月
１
３
日
〔
金
〕
指
導
丸
山
英
子 

学
習
セ
ン
タ
ー
参
加 

３
名 

１
２
月
２
７
日
〔
金
〕 

コ
コ
ネ
リ 

 

参
加
４
名 

 

●
「
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
作
り
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水
マ
ツ
子 

・
１
２
月
１
３
日
（
金
）
参
加 

５
名 

 

・
場
所
：
豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー 

  

◆
ニ
ュ
ー
ス
発
送
活
動
報
告 

・
ニ
ュ
ー
ス
「
割
付
・
校
正
」
８
名 

１
２
月
１
９
日
〔
木
〕
学
習
セ
ン
タ
ー 

山
本
〔
均
〕 

竹
内 

内
田 

 

酒
井 

土
橋 

竹
内
〔
律
〕
田
中 

水
野 

 
 

・
ニ
ュ
ー
ス
「
印
刷 

発
送
」
１
４
名 

１
２
月
２
５
日
「
水
」
学
習
セ
ン
タ
ー 

山
本
〔
均
〕
内
田 

濱 

土
橋 

竹
内

〔
律
〕 
柳
瀬 

高
山 

橋
本 

八
木 

坂
本 

館
岡 
荒 

鷺
池 

樋
口 

  

●
「
東
京
探
訪
ク
ラ
ブ
募
集
案
内
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
喜
嗣 

 

新
札
の
発
行
が
始
ま
り
、
西
ヶ
原
に

あ
る
紙
幣
を
製
造
し
て
い
る
国
立
印
刷

局
東
京
工
場
見
学
を
企
画
し
ま
し
た
。 

・
日
時
：
２
月
２
５
日
（
火
） 

・
場
所
：
南
北
線
西
ヶ
原
駅
徒
歩
１
分 

・
集
合
：
大
江
戸
線
練
馬
駅 

改
札
前
８
時
４
５
分 

・
応
募
期
限
：
２
月
８
日
（
土
） 

・
行
き
方
：
練
馬
➡
（
大
江
戸
線
）
➡

都
庁
前
➡
（
大
江
戸
線
）
➡
春
日
➡ 

（
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
）
➡
西
ヶ
原 

★
国
立
印
刷
局
見
学
（
約
９
０
分
） 

 

最
初
に
国
立
印
刷
局
の
業
務
等
に
つ
い

て
の
紹
介
が
あ
り
、
次
に
お
札
を
印
刷

し
て
い
る
製
造
現
場
を
見
学
。
大
き
な

機
械
で
お
札
を
印
刷
し
て
い
る
様
子
は

圧
巻
で
す
！
最
後
に
展
示
室
に
て
、
お

札
の
製
造
工
程
や
偽
造
防
止
技
術
に
つ

い
て
、
パ
ネ
ル
や
体
験
装
置
を
使
い
な

が
ら
、楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

★
注
意
事
項 

・
当
日
参
加
費
と
し
て
行
事
保
険
料
込 

み
で
１
０
０
円
お
願
い
し
ま
す
。 

・
本
人
確
認
が
あ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
等
の
本
人
確
認
証
を
持
参
の
事
。 

・
参
加
希
望
の
方
は
、早
め
に
酒
井
ま
で
。 

☎
０
８
０-

３
４
６
９
―
４
５
６
３ 

酒
井 
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【
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
】 

第
１
４
８
回 

 

髙
田
健
治 

『
３
５
年
目
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』 

文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
西
畑

保
６
５
歳
。
そ
ん
な
彼
の
側
に
は
、
い
つ

も
最
愛
の
妻
・
皎
子
（
き
ょ
う
こ
）
が
い

た
。
保
は
貧
し
い
家
に
生
ま
れ
、
ほ
と
ん

ど
学
校
へ
通
え
ず
大
人
に
な
っ
た
。
生
き

づ
ら
い
日
々
を
過
ご
し
、
保
は
読
み
書
き

が
で
き
な
い
こ
と
を
妻
に
言
い
出
せ
ず

に
い
た
が
、
半
年
後
、
ひ
た
隠
し
に
し
て

い
た
秘
密
が
露
見
し
、
別
れ
を
覚
悟
す
る
。

だ
が
、
皎
子
は
保
の
手
を
と
り
な
が
ら
こ

う
告
げ
た
。「
今
日
か
ら
私
が
あ
な
た
の

手
に
な
る
。」
そ
の
言
葉
に
そ
の
眼
差
し

に
保
は
救
わ
れ
る
。 

ど
ん
な
時
も
寄
り
添
い
支
え
て
く
れ

た
皎
子
に
感
謝
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
き

た
い
保
は
、
一
大
決
心
し
夜
間
中
学
に

通
い
始
め
る
。
読
み
書
き
で
き
な
い
夫

と
幸
せ
を
教
え
て
く
れ
た
妻
が
歩
ん
だ

心
温
ま
る
感
動
の
実
話
。 

監
督
：
塚
本
連
平 

３
月
７
日
（
金
）
公
開 

 
 

星
４
つ 

『
リ
ア
ル
・
ペ
イ
ン
～
心
の
旅
～
』 

か
つ
て
は
兄
弟
同
然
に
育
ち
、
し
か
し

近
年
は
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
従
兄

弟
同
士
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
と
ベ
ン
ジ
ー
が

数
年
ぶ
り
に
再
会
。
亡
く
な
っ
た
最
愛
の

祖
母
を
偲
ぶ
た
め
彼
女
の
故
郷
ポ
ー
ラ

ン
ド
を
旅
す
る
。
参
加
し
た
史
跡
ツ
ア
ー

で
の
新
た
な
出
会
い
、
旅
の
先
々
で
揺
れ

動
く
感
情
。
二
人
が
こ
の
旅
で
得
た
も
の

と
は
？ 家

族
、
信
仰
、
喪
失
、
そ
し
て
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
か
ら
続
く
痛
み
の
探
求
、
家
族

の
歴
史
と
絆
を
描
い
た
笑
い
に
溢
れ
た

切
な
い
傑
作
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
美
し
い

街
並
み
、
壮
大
な
自
然
の
美
し
さ
を
背

景
に
、
同
国
出
身
の
ピ
ア
ノ
詩
人
・
シ
ョ

パ
ン
の
名
曲
の
数
々
が
全
編
に
流
れ
る
。 

監
督
：
ジ
ェ
シ
ー
・
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー
グ 

１
月
３
１
日
（
金
）
公
開 

 
 

星
５
つ 

『
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
太
郎
【
暁
】
編
』 

青
森
県
大
間
町
で
マ
グ
ロ
漁
師
を
し

て
い
た
矢
島
金
太
郎
は
、
海
で
遭
難
し
て

い
た
老
人
、
大
和
守
之
助
を
助
け
た
こ
と

か
ら
、
彼
が
会
長
を
務
め
る
ヤ
マ
ト
建
設

に
入
社
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
生
活
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
持
ち
前

の
誠
実
と
大
胆
な
行
動
力
で
仲
間
を
増

や
し
、
大
和
会
長
や
黒
川
専
務
の
信
頼
を

勝
ち
取
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
会
社
は
天

下
り
し
て
き
た
元
官
僚
の
大
島
社
長
に

牛
耳
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。 

三
代
目
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
太
郎
」、

鈴
木
伸
之
が
伸
び
伸
び
と
演
じ
る
、
胸

の
す
く
痛
快
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。 

監
督
：
下
山
天 

１
月
１
０
日
（
金
）
公
開 

 
 

星
５
つ 

                              

                              

私
の
好
き
な
俳
句
㊼
（
う
ど
ん
の
巻
③
）   

渡
邊
一
雄
（
三
遊
亭 

大
王
） 

今
月
で 

私
は
数
え
年
九
十
才
（
卒
寿
）
に
な
る
。 

こ
こ
ま
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
の
ほ
か
な
い
。
そ
し
て
こ
の
拙
文
を
編
集

し 

読
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
方
に
も
深
く
感
謝
し
て
い
る
。 

更
に 

私
の
下
手
な
文
字
の
文
章
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
下
さ
っ
た 

青
木
・
保
坂 

両
相
談
役 

現
在
は 

私
の
住
む
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
し
て
い
る 

稲
葉
實
氏 

（
九
十
二
歳
）
が
デ
ジ
タ
ル
化
し 

又
い
ろ
い
ろ
な
俳
句
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
り 

コ
メ
ン
ト
も
い
た
だ
く
な
ど 

ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。 

す
べ
て
身
近
な
人
々
の
配
慮
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
し
み
じ

み
と
感
ず
る
。
ま
さ
に
「
福
は
内 

福
は
内
」
で
あ
る
。 

 

今
月
も 

暖
か
い
鍋
焼
き
う
ど
ん
の
句
で 

心
を
あ
た
た
め
て
く
だ
さ
い
。 

鍋
焼
き
は 

う
ど
ん
と
い
う
単
語
を 

省
略
す
る
こ
と
が
多
い
。 

 

① 

居
残
り
の 

数
の
鍋
焼 

届
き
け
り
（
加
藤 

松
薫
） 

② 

夜
の
霜
に 

う
ど
ん
の
汁
を 

こ
ぼ
し
け
り
（
か
な
女
） 

③ 

北
風
に 

鍋
焼
き
う
ど
ん 

呼
び
か
け
た
り
（
子
規
） 

④ 

夜
な
き
う
ど
ん
食
べ
て 

手
柄
を
た
て
に
ゆ
く
（
く
に
お
） 

⑤ 

寒
く
な
り 

け
ふ
も 

う
ど
ん
の
昼
餉
か
な
（
高
浜 

良
一
） 

⑥ 

素
う
ど
ん
も 

う
ま
く
な
り
た
り 

枯
蓮
（
森 

澄
雄
） 

⑦ 

一
丈
の 

う
ど
ん
送
る
や 

秋
日
和
（
岩
瀬 

鴻
水
） 

⑧ 
女
患
ら
の 

夜
泣
き
う
ど
ん
に 

さ
ざ
め
く
も
（
石
田 

波
郷
） 

⑨ 
一
椀
の 

け
つ
ね
う
ど
ん
や 

秋
の
風
（
星
野 

麥
丘
人
） 

⑩ 

冴
え
か
え
る
と
て 

う
ど
ん
屋
に 

決
ま
り
け
り
（
稲
畑 

汀
子
） 

 

私
が
一
番
好
き
な
俳
句
は 

鍋
焼
き
う
ど
ん 

七
味
が
威
張
り 

す
ぎ
に
け
り
（
藤
田 

湘
子
） 
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「
役
員
会
」
報
告 

１
月
９
日
〔
木
〕 

コ
コ
ネ
リ 

出
席
者
＝
山
本〔
均
〕竹
内 

内
田 

濱 

土
橋 
竹
内
〔
律
〕
田
中 

水
野 

酒
井 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

土
橋 

 

● 

１
２
月
行
事
報
告 

 

予
定
通
り
、
各
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、

行
わ
れ
ま
し
た
。 

１
２
月
５
日 

 

４
０
周
年
記
念
式
典 

が
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

● 

１
月
行
事
案
内 

各
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
予
定
通
り
に
実

施
す
る
。 

・
１
月
２
３
日 

新
年
会 

・
１
月
３
０
日 

東
京
探
訪
ク
ラ
ブ 

２
月
の
探
訪
ク
ラ
ブ
は「
東
京
印
刷
局
」 

● 

ニ
ュ
ー
ス
内
容
と
、
分
担
の
確
認 

 

各
自
、
分
担
表
で
確
認
す
る
。 

巻
頭
言
は
、
保
坂
相
談
役 

● 

そ
の
他 

竹
内
役
員
よ
り
、
４
０
周
年
記
念
式
典

の
会
計
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

・「
記
念
誌
」、「
健
康
だ
よ
り
」
の
２
冊

を
記
念
式
典
に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た

方
々
に
渡
す
方
法
と
し
て
、サ
ー
ク
ル
、

そ
の
他
で
渡
す
。
最
終
的
に
渡
せ
な
い

方
は
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
郵
送
す
る
。 

・
３
月
に
は
、「
練
馬
つ
な
が
る
フ
ェ
ス

タ
」
が
あ
り
ま
す
が
、「
ま
ゆ
の
会
」
よ

り
、
出
店
、
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

・
２
月
２
７
日
「
例
会
」
田
口
講
師
を

招
き
、
安
全
に
暮
ら
す
為
の
片
付
け
講

座
を
実
施
。 

 
 

報
告 

 

土
橋 

                         

 

 

                

●
お
詫
び 

４
０
周
年
記
念
誌
に
原
稿
下
さ
っ

た
清
水
様
の
分
が
記
載
漏
れ
し
て
い
ま

し
た
。
誠
に
申
し
訳
な
く
役
員
会
で
反

省
し
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
こ
の
よ
う
な
事
の
無
い
よ
う
に
万
全

体
制
で
進
ん
で
行
き
ま
す
。 

会
長 

山
本 

均 
４
０
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
一
同 

 

●
遅
れ
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
頂

い
た
原
稿
を
こ
の
紙
面
で
記
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
多
種
、な
さ
っ
て
き
た
清
水
様
で
す
。 

● 

話
の
広
場 

 
 
 

清
水
マ
ツ
子 

区
報
の
「
シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
会

員
募
集
」
を
見
て
入
会
、
同
時
に
そ
の

時
は
何
の
会
か
理
解
で
き
ず
に
「
健
生

会
」
に
も
手
続
き
し
ま
し
た
。 

健
生
会
か
ら
毎
月
ニ
ュ
ー
ス
が
送

ら
れ
て
き
て
身
近
な
情
報
が
載
っ
て
い

た
り
、
行
事
案
内
が
あ
り
興
味
の
あ
る

も
の
に
は
な
る
べ
く
参
加
す
る
事
に
し
、

楽
し
み
に
も
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

市
川
先
生
の
「
大
江
戸
花
め
ぐ
り
」

や
、
現
在
は
「
東
京
探
訪
」
で
は
個
人

で
は
行
け
な
い
場
所
へ
連
れ
て
行
っ
て

い
た
だ
き
毎
回
楽
し
み
で
す
。 

入
会
後
間
も
な
く
「
小
竹
向
原
」
で

の
「
お
し
め
た
た
み
」
＝(

洗
濯
済
の
物

を
た
た
む
作
業
、
今
は
紙
お
む
つ
に
替

わ
っ
た
よ
う
で
す)

と「
き
ら
ら
の
カ
レ

ー
作
り
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
誘
い
を

受
け
る
事
に
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
私

に
は
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
カ
レ
ー
作
り
は
コ
ロ
ナ
後
、
昨

年
再
開
さ
れ
ま
し
た
。 

シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
は
年
一
回 

健
生
会
の
「
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
み
ん
な

の
ぶ
ん
か
さ
い
」
に
出
場
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
会
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
。 

中
澤
利
佳
子
先
生
は
美
し
い
声
で

丁
寧
に
指
導
し
て
下
さ
い
ま
す
。
沢
山

会
員
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

４
０
周
年
記
念
誌 

「
話
の
広
場
」
寄
稿
文 

      
◆
「
ま
ゆ
の
会
」
２
月
の
お
知
ら
せ 

ま
ゆ
の
会
は
、
練
馬
つ
な
が
る
フ
ェ

ス
タ
（
３
月
８
日
（
土
）
コ
コ
ネ
リ
ホ

ー
ル
に
て
開
催
）
に
今
年
も
参
加
し

ま
す
。
今
回
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
ご

自
身
の
素
敵
な
感
性
で
自
由
に
製
作

さ
れ
た
も
の
が
出
品
さ
れ
ま
す
。 

２
月
は
こ
の
出
品
に
向
け
て
の
相

談
・
準
備
・
製
作
の
時
間
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
出
品
予
定
の
な
い
方
も
、

簡
単
な
マ
フ
ラ
ー
の
製
作
（
出
品
可
）

の
用
意
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

日
時 

２
月
３
日(

月)

１
時
～ 

会
場 

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１
＋
２ 

内
容
「
フ
ェ
ス
タ
」
作
品
の
準
備
・
他 
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２０２５年（令和７年）２月 行 事 案 内 

 

 

▼  １日（土）１０：００「こぶし朗読の会」石神井公園区民交流センター会議室２ 

▼  ３日（月）１３：００「まゆの会」ココネリ多目的室1+2 

▼  ５日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼  ６日（木）１０：００「役員会」ココネリ研修室４ 

▼  ６日（木）１３：００「スマホ倶楽部」生涯学習センター教室３ 

▼ １１日（火）１０：００「読書サロン」ココネリ研修室３ 

▼ １４日（金）１０：００「きららカレーつくりボランティア」豊玉すこやかセンター6階 

▼ １４日（金）１０：００「太極拳健康体操」ココネリ研修室２東 

▼ １５日（土）１０：００「こぶし朗読の会」ココネリ研修室２全 

▼ １９日（水）１３：３０「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ ２０日（木）１０：００「校正」ココネリ研修室５ 

▼ ２５日（火） ８：４５「東京探訪クラブ」国立印刷局見学 大江戸線練馬駅改札前集合 

▼ ２６日（水）１０：００「印刷・発送」生涯学習センター教室１ 

▼ ２７日（木）１０：００「例会：安全な生活を送る為の片付け講座」ココネリホール全 

▼ ２８日（金）１０：００「太極拳健康体操」ココネリ研修室５ 

▼ ２８日（金）１３：００「やすらぎ会」社会福祉協議会ボランティアセンター会議室 

 

 

話のひろば投稿先メールアドレス 

kenseikai-news 

@kuniyokota.sakura.ne.jp 
 

 

  

 

 

２月11日 

●
第
３
回 [

例
会] 

開
催
の
案
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

田
中 

昌
美 

 

令
和
６
年
度
最
後
の
例
会
と
し
て
会
員

で
収
納
プ
ラ
ン
ナ
ー
田
口
様
の
ご
協
力
を

得
て
「
安
全
な
生
活
を
送
る
為
の
片
付
け
講

座
」
を
開
催
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

・
日
時
：
２
月
２
７
日
（
木
） 

１
０
時
～
１
２
時 

・
場
所
：
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル 

・
定
員 

３
０
名 

先
着
順
に
受
付 

 

・
講
座
内
容 

い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
片
付
け

は
単
に
整
理
す
る
だ
け
で
は
な
く
、暮
ら
し

を
よ
り
良
く
す
る
為
の
環
境
づ
く
り
で
す
。

身
の
回
り
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る
こ
と
で
防

災
や
家
内
の
安
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

こ
の
講
座
で
は
、安
心
し
て
過
ご
せ
る
お
部

屋
作
り
や
暮
ら
し
を
整
え
る
片
付
け
習
慣

の
コ
ツ
に
つ
い
て
お
伝
い
し
ま
す
。片
付
け

が
苦
手
な
方
や
モ
ノ
が
多
く
て
困
っ
て
い

る
方
な
ど
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

★
申
し
込
み
方
法 

参
加
希
望
の
方
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
で
ご

存
じ
の
役
員
に
連
絡
す
る
か
、
左
記
の
受
付

専
用
電
話
ま
で
お
願
い
し
ま
す 

☎
０
７
０-

４
２
３
１
―
５
８
５
２  

田
中 

 

編 

集 

後 

記 

一
月
の
中
旬
、
澄
み
き
っ
た
夜
空
を
見
上

げ
る
と
お
月
様
が
ま
ん
丸
く
は
っ
き
り
見

え
感
動
！
ま
さ
に
満
月
・
・
又
こ
の
時
期
の

食
べ
物
は
魚
介
類
が
特
に
美
味
し
い
。
果
物

も
リ
ン
ゴ
、
み
か
ん
、
ラ
フ
ラ
ン
ス
、
い
ち

ご
、
な
ど
毎
日
沢
山
摂
り
過
ぎ
て
し
ま
う
、

糖
分
摂
り
過
ぎ
に
注
意
す
る
よ
う
に
医
者

に
注
意
さ
れ
て
い
る
の
に
、
美
味
し
い
の
で

抑
え
ら
れ
な
い
で
い
る
私
で
す
。
寒
さ
も
厳

し
く
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意
し
な
が
ら

の
毎
日
、
早
く
春
が
来
る
の
を
待
ち
望
ん
で

い
ま
す
。
紙
面
で
は
１
ｐ
の
巻
頭
言
に
保
坂

さ
ん
が
船
旅
先
よ
り
「
船
上
ラ
イ
フ
」
の
事

を
詳
し
く
書
い
て
来
て
下
さ
っ
た
の
で
、 

様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

健
康
便
り
に
は
「
よ
く
噛
む
」
高
齢
者
に

と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
ね
、 

私
も
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
は
特
に
意
識
し

て
良
く
噛
ん
で
喉
に
痞
え
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
い
ま
す
。
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
に
も
。 

２
月
２
２
日
に
は
「
例
会
」
物
の
整
理
、 

片
付
け
る
習
慣
方
法
等
詳
し
く
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
是
非
多
く
の
会
員

の
方
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

又
２
５
日
に
は
探
訪
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内
が

紙
面
に
有
り
ま
す
よ
う
に
国
立
印
刷
局
見

学
が
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
く
観
察
し
て
楽
し
ん

で
来
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

Ｃ
・
Ｕ  

 

無 
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